
(株)Green Cities、(株)スタジオゲン
クマガイ、(株)創建築事務所

（一社）アキヤラボNPO法人イナミライデザイン、井波地
域まちづくり推進協議会、イナミライ
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「まざりあい、つづけるまち。井波」の実現へ～イナミライデザインの取組み

井波小学校

活動の意義（評価）分析

活動1：井波まちなかハブ公園プロジェクト
旧庁舎の跡地に人が集まるまちなかハブ公園を作り
賑わいを育むために、視察、ヒアリング、対話集会、ワ
ークショップなどを通じて計画の具体化を図る。
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活動2：路地活性プロジェクト
フィールドワーク、路地を使った空間づくりの
企画、中学校での出前講座で子供たちとの協
働まちづくりを通じ、エリア価値向上を図る。

活動3：こども未来プロジェクト
出前講座、フィールドワーク、空き家を使っ
た体験と子供の場づくり、ワークショップ等
を通じて、地域で子供を育てる場を創る。

活動2：中心市街地活性化によ
る地域純化経済の増加、関連
事業所の増加

活動1：既存の施設等の再利用、緑地
の形成

活動2：空き家の再活用による資源
循環

活動1：交流拠点の形成による関係人口
の増加、交流増加による地域社会の活
性化

活動2：空き家再活用に
よる人口の増加。中高
生も参加した中心市街
地活性化、来訪者の町
歩きによる健康の増進

活動3：子供の教育の
場の増加による地域
教育の充実、ふるさと
思いの世代の増加

活動1：関係人口の増加、地域交
流による地域循環経済の増加、関
連事業所の増加

井波中学校

庁舎統合により旧井波庁舎が遊休不動産となることから、地域住民が主体となり旧庁舎跡地利活用の計画を進めることになった。これまで推進協議会やイナミラ
イ定例会でヒアリングやワークショップを重ね、2040年に向けたビジョンを策定してきた。2024年1月に井波未来フォーラム2024を開催し、井波ビジョン2040のお
披露目を行った。そのビジョンの具体化を進める一環として実務部隊としてNPO法人イナミライデザインを設立し、地域の活性化に向けた取組を行っている。

富山県

南砺市
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